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1．はじめに 

筆者は図書館での勤務経験から、大阪市立図書館
の対面朗読サービスの利用件数が 1,193 件もあるこ
とに着目した[1]。対面朗読とは、主に視覚障害者
が利用する資料の朗読サービスである。勤務先の図
書館では対面朗読をおこなっておらず、大阪市立図
書館を訪問してお話を伺った。その結果、対面朗読
に限界があることが分かった。そこで、視覚障害者
は晴眼者（目が見える人）と比べ文化的活動を楽し
むことに制限があるのではないかと考えた。 

 

2．研究のテーマと目的 

 筆者の研究テーマは、視覚障害者に対して文化的

な情報を提供する効果的な方法を見つけることであ

る。そして文化的情報を楽しむことで、生きがいや

心のケアに繋げることを目的としている。なお本稿

における文化的活動とは、運動を除いた趣味全般

（読書や囲碁、芸術鑑賞など）を指し、この活動で

得られる情報を文化的情報としている。また、研究

対象を中途視覚障害者としている。 

  

3．視覚障害者の現状 

 視覚障害者について調査する中で、特に関心を持

った点を 3 つ挙げる。 

（１）高齢の視覚障害者の多さ 

 視覚障害を理由に身体障害者手帳を持つ人は平成

28 年時点で 31.2 万人に上り、65 歳以上が 68.9%を

占める[2]。表 1 から分かるように 40 代から徐々に

増加しており、人生の途中で視覚に障害を負う人

（中途視覚障害者）が多いことが分かる。 

（２）QOL（生活の質）の低下 

 日本眼科医会の調査では、視覚障害の経済コスト

を約 8.8 兆円と試算している[3]。その内、疾病負

担コスト（QOL の低下等）は全体の 2/3 を占める。

よって、目が見えていたころの QOL に近づける方法

が必要であると考える。 

（３）自殺念慮 

 山田幸男の調査によれば、中途視覚障害者の 2 人

に 1 人が、目が不自由になったことが原因で死んで

しまおうと考えたことがあることが分かっている。

中途視覚障害者は日々悪化していく視力への不安や、

仕事環境・生活環境の変化からくるストレスを抱え

ている。しかしストレスを発散しようとしても、こ

れまで通りの発散方法を使えないため、死ぬことを

考えたり行動に移したりするのだと考えられる。 

 以上の 3 点から、筆者は中途視覚障害者に注目し、

彼らに文化的情報を提供する効果的な方法を見つけ、

心のケアに繋げたいと考えた。 

表 1 年代別の身体障害者手帳（視覚）所持者数 

 
 

4．研究の全体像 

 表 2 のように、視覚障害者が文化的情報を楽しむ
というゴールに向かって、五感の内の聴覚・触覚・
視覚の 3 つの感覚を利用する。視覚が含まれている
理由は、全く見えないという視覚障害者が少数だか
らである。また、五感の残りである嗅覚と味覚につ
いては、視覚障害者にとって利用可能な情報が少な
いため本研究においては利用しない。 

 筆者はひらがなの立体化など触覚を利用したアプ
ローチを既におこなったが、本稿では触覚と聴覚を
利用した絵画鑑賞に絞って記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．絵画鑑賞システムについて 

5.1 概要 

視覚障害者が絵画を鑑賞する代表的な方法として、
次の 2 つを挙げることができる（表 3）。ここから
分かるように、言葉による解説を聴く方法（聴覚利
用）と触図にさわる方法（触覚利用）はどちらにも
長所と短所が存在する[5]。そこで本研究では、聴
覚と触覚の両方を利用した装置を製作する。こうす
ることで双方の問題点を補い合うものができると考
える。 
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表 2 文化的情報を楽しむために利用する五感 
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表 3 視覚障害者が絵画を楽しむ従来の方法 

 

5.2 システムの内容 

どのようにして絵画を鑑賞するのかについて述べ
る。まず元の絵を二値化して線画に変換して CAD

ソフトでモデルを作り、３D プリンターを使って絵
の輪郭を浮き上がらせる形で立体化する（図 1）。
次に、絵画に関する音声解説を流すために、視覚障
害者が触れている部分を検出する。最後に、検出し
た位置をもとに該当する解説音声を流す。 

検出方法について、①静電容量式センサー、②ス
イッチ、③画像処理の 3 つを試した。①③の結果は
表 4 に示すとおりである。②を利用したシステムの
具体的な動きは以下に示す。 

1：システム（図 2）の上に触図を置く。 

2：Raspberry Piから絵画全体の解説音声が流れる。 

（「みきゃんは愛媛県のキャラクターで～」など） 

3：絵画を触りながら強く押すとスイッチが反応する 

4：押された場所に対応する解説が流れる 

（「みきゃんの耳に触っています。色は～」など） 

5：視覚障害者は、解説と触った感覚で絵を想像する 

 
図 1 絵画を立体化させる流れ 

表 4 接触箇所検知方法の試作結果 

 

 
図 2 スイッチを利用したシステムの構成 

5.3 検証結果 

 スイッチを利用したシステムの検証は、兵庫県視

覚障害者福祉協会にて 2 名の視覚障害者の方にお願

いした（表 5）。検証は１人ずつシステムを自由に

触っていただき、その後感想や意見をヒアリングし

た。また、システムを使用している姿を観察した。

いただいた意見は録音し、後日すべて書き出して親

和図法と連関図法で整理した。 

その結果、絵画鑑賞に触覚と聴覚を利用するアイ

デアと、印刷した絵の輪郭線の高さ（5mm）に高評

価をいただいた。また明るい気持ちになり、こころ

のケアにつながると思うという評価もいただいた。

しかし絵の内容については、知らないキャラクター

だったこともあり低評価であった。 

表 5 被験者の特性 

 
 

6．結論と今後の展望 

 試作の結果、絵画鑑賞システムに必要なことが 5

つ分かった。 
1：利用者の興味関心に合った絵を用意する。 

2：利用者の属性ごとに解説の内容を工夫する。 

3：印刷する絵の大きさは最低 30㎝四方。 

4：絵の下にスイッチがある部分は質感を変えて分か

りやすく示す。 

5：解説を聞くだけより対話できる方が楽しめる。 

 上記を満たしたシステムを作ることができれば、

視覚障害者に文化的情報を提供し生きがいの創出に

役立つシステムになると考えられる。 

 結論をふまえ、図 3に絵画鑑賞システムの構成を

示す。システムは（１）スイッチを利用し触覚と聴

覚を使う鑑賞と（２）対話型鑑賞の両方に対応して

いる。補足すると（１）の①では利用者の属性を入

力することで、その人に合った解説を聞くことがで

きる。（２）では利用者の自由な質問を文字や音声

で入力し返答する。今後はこのシステムを実装し検

証することが求められる。 

 
図 3 絵画鑑賞システムの動き 
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